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～自己紹介～

辻村千尋（つじむらちひろ）

1967（昭和42）年11月14日 東京都杉並区に生まれる。

東京学芸大学教育学部（社会科地理）に入学。

同大学任期満了退学。

その後、環境調査コンサルタントに入社。

3年後に独立し、猛禽類調査に従事。

東京学芸大学修士課程に入学し、地生態学を学ぶ

修了と同時に、日本自然保護協会に勤務。

現在、山岳域と島嶼部の自然保護問題担当。



～日本自然保護協会とは？～

The Nature Conservation Society of Japan

通称、NACS－J。

・日本の自然を守って60年の歴史

・科学的な視点から自然環境・生態系を保全する

・現場の知識と行動力で日本の自然を守る

独立した全国規模の「自然保護ＮＧＯ」

・隔月で会報「自然保護」を発行



戦いは・・・・

尾瀬から始まった。



1949年 尾瀬保存既成同盟の結成

～当時の知識人、研究者、行政

1951年 日本自然保護協会へ改組（任意団体）

～全国各地の問題へ対応。

ex)黒部ダム、知床硫黄山採掘など

1960年 財団法人の認可

1978年 第1回自然観察指導員講習会開催

～自然保護の担い手の要請、環境教育

2011年 公益財団法人の認可

現在、27名の常勤役職員と全国の2万5千人の会員



～日本自然保護協会の活動の3つの柱～

守る

調べる

広める

どれか一つが欠けても

うまくいかない。



自然保護問題には3つのステージがあり、

それぞれに対応した戦術が必要。

無くなりそうな

自然を守る！

自然を守る

仕組みを作る！

守った自然と

もっと付き合う

辺野古やリニア

自然公園法の改正など

協働型プロジェクト



NACS－J会員
指導員

NACS－Jスタッフ27名

保護
研究
普及

全国の自然保護問題



～本日の話題について～

①日本の自然が何故多様なのか

（日本全体の視点で、何故生物多様性が世界的に見ても高いのか、

謎解きを試みます）

②その中でも小笠原の特異性が際立つ理由

（世界遺産登録の際に評価された理由について紹介します）

③同じ小笠原でも個性の違う父島と母島

（～景観分析から読み解く自然の個性をお話し、今後の課題を

指摘します）



①日本の自然が何故多様なのか？

何故、こんなに見た目が違うのだろう？



何故、こんなに見た目が違うのだろう？

流紋岩

花崗斑岩

蛇紋岩

断層



この、景観の違いは、地質条件の違いから、

植生が異なることが理由です。

では、地質が異なると何故、植生が変わるのか？

少し、ご自身で考えてみてください



答え・・・・・

・岩の割れ方が異なる➝作られる土壌環境が変化

➝それぞれに適応できる植物が展開

流紋岩 泥岩 蛇紋岩など

現在の気候条件下でも岩屑を生産

割れ目が多く、細かい岩屑ができる

花崗岩など

現在の気候では割れない

寒冷な氷期に割れ、粗大な岩塊を生産



では、何故地質が細かく異なるのか？
これは、日本列島の成り立ちに起因します。





さらなる、日本の特異性

日本の山は、3000ｍ級の山としては最も強風にさらされている。



何故か？



②小笠原の特異性が際立つ理由

小笠原はどこにある？



1000



・東京から約1000㎞。北太平洋上に位置。

・南北約400kmに渡って散在する島々の総称。

・父島、母島、聟島の３列島。大小30の島々で構成される。

・本土からのアクセス（定期船）

おがさわら丸 航路のみ。 片道25時間半、6日に1便。

旅客定員：1,043名

総トン数：6,700ｔ

全長：131m



小笠原の特徴その１

○一度も他の陸地と繋がったことのない島。（海洋島）

～全ての生き物が何らかの方法で島に偶然たどり着いたもの。

（鳥、風、海流）

→あるべきものが存在しない独特な生態系を形成

沖縄とは、この点で大きく異なります。



清水善和（2010）

「小笠原諸島に学ぶ進化論」より



清水善和（2010）

「小笠原諸島に学ぶ進化論」に加筆



小笠原の特徴その２

～島の大きさ

どのくらいの大きさでしょうか？

例えば、ガラパゴスと比較するとどちらが大きい？

もう一つ、ハワイと比べるとどうだろう？



面積105㎢
面積：4640㎢ 面積：28313㎢

他の島より圧倒的に小さい面積で、固有種率が高い→絶滅の危険性が高い！

清水善和（2010）「小笠原諸島に学ぶ進化論」より引用
ちなみに伊豆大島が90㎢



小笠原の特徴その３

～人の歴史の短さと断絶

・小笠原諸島は、もともと無人島。

・英語名のBonin Island は無人島の訛ったもの。

・ただ、北硫黄島には、旧石器時代の遺跡。

・歴史資料上の登場は、

文禄2年（1593）小笠原貞頼が発見という伝承。

・定住は、文政13年（1830）5人の欧米人と15人の太平洋諸島民。

・日本人は明治になって移植。

・太平洋戦争による断絶。

・米軍統治を経て、昭和43年(1968)に返還。



こうした特徴をもつ小笠原が・・・・・

2011年6月、世界自然遺産に登録されました。

～評価されたものは何か？

●生態系の価値。

➝固有の進化とその進化が今も継続していることを

示す普遍的な価値。



③景観の分析から読み解く小笠原の特徴











○小笠原の景観を作り上げた本当のストーリー

絶海の孤島である亜熱帯の島々、小笠原でも、

氷河時代の影響が今の景観（生物多様性）に大きく関係している。

しかも現在の地形による水環境の違いも大きく寄与。



○ここまでのまとめ

自然景観の意味を読み解く

➝その場の自然の成り立ちを読み解くこと

見た目の違いには、深い意味があります。

それを読み解くことが地域の自然の個性を読み解くこと。

このことは、文化景観も同様ではないでしょうか。

と、ここまではGeo-ecologyのお話でした。

次は・・・Geo-culture(風土)を少し議論できれば。



文化景観について

文化・・・・人と自然との関わりが具現化されたもの

➝自然的・歴史的背景を反映したもの



例えば・・・・・石垣島







伊豆諸島の新島













小笠原はどうだろう？















小笠原の文化景観の問題

過去の断絶が大きい。

言語で言えば・・・・

入植後➝英語や、ポリネシアの言葉が融合

日本人の入植➝日本語がさらに融合。

戦争による強制疎開で断絶。

欧米系のみの帰島による欧米文化時代。

返還とその後の開発による純日本文化化。

こうした影響で、独自の連続した文化が育まれず、

観光による開発を受けたため、個性が目立たない。

パーツしか存在しない。



返還後はどうだったのだろう？



過去の断絶を取り戻した、現在の小笠原にふさわしい

景観作りが重要。

復活した

小笠原コーヒー



ご静聴ありがとうございました。


